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４９日間の３学期がはじまりました 
 いつもより少し長い冬休みが終わり、１月９日（火）より、３学期が始まりました。感

染症の行動制限のない冬休みを御家族でどのように過ごされたでしょうか？ 

 初詣に出掛けたり、親戚で集まったりと楽しい時間を過ごした方も多いと思います。一

方、インフルエンザをはじめ、感染症へ感染等も心配されます。適切な予防をしながら生

活をしていただきたいと思います。 

 ３学期は一年のまとめの時期でもあり、次の学年への準備の時期ともなります。子ども

たちの、一日一日が充実していくよう、御家庭での御支援をよろしくお願いします。 

 

休みの間の工事についての紹介 
 長期休業中には、普段できない学校内外の工事が行われます。現在、順を追って、教室の床のワ 

ックスがけを行っています。今回は、２階の教室のワックスがけが行われ、見違えるように輝く床 

に、子どもたちからは、歓声が上がりました。また、落下防止のための窓枠へのストッパーの 

設置を３階の廊下に行いました。今後、２階の廊下の窓へもストッパーの設置を行っていきます。 

これからも、子供たちの学校生活の安心・安全を支える教育環境の整備に取り組んでいきます。 

【ゆかがぴかぴかになりました。】       【窓枠に取り付けたストッパー】 

寒さに負けず、練習中！ 
 １月３０日（火）に行われる持久走記録会に向けての 

「自主マラソン」が始まりました。自分の目標に向かっ 

て、体育の時間を中心に、また、朝の時間や昼休みの時 

間を使って、持久力をアップしていきます。自分の今の 

体力を知ったり、体力が高まることを感じられたりする 

とよいです。励ましていきます。 

 

～えがお かがやく にしのこ～ 



３学期始業式 

令和６年１月９日                          

校長  渡邊 真巳 

【竜のように成長する３学期に！～相手の気持ちに気付いて考動～】 

 

新しい年になりました。令和 6年・2024年です。でも、始めの言葉で教頭先生は「令

和 5 年度 3 学期始業式」と言いました。令和 6 年になっても、まだ令和 5 年度なので

す。どうしてでしょうか。この後、各クラスで先生と確認してみましょう。 

令和 6年・2024年は何年ですか。そうです、

辰年です。龍と書いたり、竜と書いたりもします。

竜洋の竜です。さてクイズです。十二支を全部言

えますか。幼稚園や保育園、こども園で「十二支

の歌」を歌ったり、「十二支の始まり」の絵本を

読んだりして知っている人が多いと思います。ク

イズはここからです。子・丑・寅・卯の次が辰で

すが、十二支のうち辰だけが、他の 11の動物と

違います。何が違うでしょうか。……実は……他

の 11 の動物は実際にいます。でも辰・竜は実際にはいません。想像上の生き物です。ど

うして実際にはいない辰が十二支に入っているのでしょうか。是非、調べてみてください。

わかった人は教えてくださいね。 

「天竜」や「飛龍」という言葉があるように、竜は、空高く昇っていきます。西の子の

皆さんも、竜のように、自分の、自分たちの目標に向かって、3 学期には大きく成長して

ほしいです。 

日本では、今年のスタート 1月 1日から、能登半島で大きな地震、津波、土砂崩れ、火

事などの災害にあった多くの方々がいます。みんなもニュースを見ていろいろな思いをも

ったことでしょう。本当に今も大変な思いで生活している方々がいます。そんなつらい状

況でも、思いやりの心で支え合い、助け合う姿もたくさん紹介されています。私たちに直

接できることは限られています。でも、できることは必ずあります。 

西の子は 3学期の生活で、「気付いて考動」の中でも、相手の気持ちに気付いて、それを

考えて行動することを、今まで以上に大切にしてほしいと感じます。「相手の気持ちに気付

いて考動」する西の子の姿が、そして、「相手の気持ちに気付いて考動してよかった」と思

うことが数多くある 3学期になることを期待しています。 

最後にお知らせです。大谷翔平選手が全国の小学校に送ったグローブが届いたという、

うれしいニュースも冬休みの間にありました。磐田

市の学校には、2 月になって届くそうです。2 月の

会礼で皆さんに紹介できると思いますので、楽しみ

に待っていてください。 

それでは 3 学期も、「思いやりの心」をもって、

「相手の気持ちに気付いて考動」することで、みん

なで、西の子の笑顔をいっぱいにしていきましょう。 

 

 

 

ピアノ伴奏を５年生も始めて

います。 


